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健康福祉ネットワーク

広報くずまき広報くずまき・平成30年９月１日・平成30年９月１日〔14〕〔14〕

【問い合わせ先】健康福祉課 ☎66-2111

　葛巻病院では、今年度第５回目の糖尿病教葛巻病院では、今年度第５回目の糖尿病教
室を次のとおり開催します。今回は「糖尿病室を次のとおり開催します。今回は「糖尿病
について」のテーマで、本多勇希内科長が解について」のテーマで、本多勇希内科長が解
説します。説します。
　どなたでも参加できますので、お誘い合わ　どなたでも参加できますので、お誘い合わ
せのうえ気軽にお越しください。せのうえ気軽にお越しください。
【日時】【日時】　９月14日(金)　14:00 ～ 14:40　９月14日(金)　14:00 ～ 14:40
【場所】【場所】　　葛巻病院葛巻病院　　活活

いきいき

・いきホール・いきホール
問葛巻病院☎66-2311問葛巻病院☎66-2311

　生活に困窮し、介護保険料の納付が困難と認
められる人は、次のとおり介護保険料が減額さ
れます。申請は随時受け付けていますが、10月
31日(水)までに申請すると、平成30年４月にさ
かのぼって減額されますので、お早めにご確認
ください。
▶対象者
　　介護保険料の所得段階が第２、第３段階で
　次のすべての条件に該当する人。
　①65歳以上の人
　②世帯全員が住民税非課税
③世帯の年間収入が120万円以下（２人世帯の
場合、世帯員３人目からは１人につき40万
円を加算）

　④住民税課税者に扶養されていない
　⑤住民税課税者と生計を共にしていない
　⑥資産を活用しても生活が苦しい
▶減額の内容
　(減額前)年額55,100円 → (減額後)36,800円
▶申請方法
　　家族全員の預金通帳と印鑑（認印可）をお
　持ちのうえ、健康福祉課へお越しください。
問健康福祉課☎内線153

65歳以上で生活が困窮している人対象65歳以上で生活が困窮している人対象

介護保険料減額介護保険料減額のの申請受付申請受付

女
性
の
健
や
か
な
健
康
づ
く
り

婦レ
デ
ィ
ー
ス人
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

月　日月　日 受付時間受付時間 会　　場会　　場

10月５日(金)
  9:00～ 10:00 江刈農村センター

13:00～ 14:00 小屋瀬農村センター

10月６日(土)
  9:00～ 10:00

保健センター
12:30～ 13:30

10月14日(日)
  9:00～ 10:00

保健センター
12:30～ 13:30

　町では、次のとおり「こころ♡寄り添いサポー
ター養成講座」を開催します。
　自ら命を絶つ人の多くは、うつ病などの「こ
ころの健康問題」を抱えていることが分かって
います。また、うつ病などの問題を抱える人は、
職場の人間関係、失業、からだの不調、生活が
苦しいなど平均３つ以上の問題を抱えている場
合があります。悩みや不安を抱えたときに、打
ち明けることはとても勇気がいることです。そ
んなとき、周りにいる人が「最近表情が暗く、
元気がない」など、普段と様子が違うことに気
づくことも大切になります。
　こころ♡寄り添いサポーター養成講座では、
「気づき」「相手の話しに寄り添って聴く」「適切
な支援につなげる」「見守り」の４つのポイント
についてお知らせします。また、10月中旬には
精神科病院などの施設見学を予定しています。
　誰かのため、家族のため、そして自分のため
に受講してみませんか。
【日　　時】　９月19日(水)
　　　　　　13:30 ～ 15:30
【場　　所】　保健センター
【申込期限】　９月13日(木)
問健康福祉課☎内線158
　

９月は岩手県自殺防止月間です

養成講座を開催します養成講座を開催します

こころ♡寄り添いサポーターこころ♡寄り添いサポーター

葛巻病院葛巻病院からのからの 知 ら せお
糖尿病教室を開催します糖尿病教室を開催します

本人に代わり権利や生活を守る本人に代わり権利や生活を守る
盛岡盛岡
地域地域市民後見人講座市民後見人講座をを開催開催しますします

　盛岡地域市民後見人養成講座を次のとおり開
催します。市民後見人とは、認知症や知的・精神
障がいなどにより判断能力が不十分な人の権利
や生活を守るため、本人に代わり財産の管理や
契約手続きなどを行う人です。市民後見人に必
要な知識や技術を学び、社会貢献活動に取り組
んでみませんか。
【日　　時】10月11日(木) ～ 12月13日(木)
　　　  　　毎週木曜日(全９回)　10:00～16:30
【場　　所】プラザおでって、勤労福祉会館
【定　　員】60人（定員を超えた場合は抽選）
【参 加 料】無料
【申込締切】９月25日(火)必着
　対象者や申込方法など詳しくは、盛岡市役所長
寿社会課(〒020-8530盛岡市内丸12-2　☎019-
613-8144)または健康福祉課☎内線153まで。

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
婦
人
検
診
と

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
行
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
自
分
の
体

の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
検
診
対
象
者
】

▽
乳
が
ん
検
診

　

40
歳
以
上
の
女
性
（
奇
数
年
度
生
ま

れ
の
人
）

▽
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

20
歳
以
上
の
女
性
（
昭
和
生
ま
れ
は

奇
数
年
度
、
平
成
生
ま
れ
は
偶
数
年
度

の
人
）

▽
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

35
歳
以
上
の
女
性
（
奇
数
年
度
生
ま

れ
の
人
）

【
検
診
料
金
】

　

無
料

【
そ
の
他
】

※　

自
分
が
対
象
者
か
不
明
な
と
き
は
、

　

健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

※　

今
年
１
月
に
「
検
診
申
込
書
」
で

　

検
診
を
希
望
し
た
人
に
は
、
後
日
、

　

地
区
保
健
委
員
か
ら
受
検
票
が
配
布

　

さ
れ
ま
す
。

※　

こ
れ
か
ら
申
し
込
み
を
し
た
い
人

　

は
、
地
区
保
健
委
員
ま
た
は
健
康
福

　

祉
課
☎
内
線
１
５
８
、
１
５
９
へ
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

女
性
の

女
性
の
1111
人
に
１
人
は

人
に
１
人
は

乳
が
ん
を
発
症
し
ま
す

乳
が
ん
を
発
症
し
ま
す

　

女
性
に
一
番
多
い
が
ん
は
乳
が
ん
で
す
。

40
〜
50
歳
代
を
ピ
ー
ク
に
発
症
や
死
亡
す

る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
乳
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
人
】

▽
家
族
（
祖
母
、
母
、
姉
妹
）
に
乳
が
ん

　

や
卵
巣
が
ん
に
か
か
っ
た
人
が
い
る

▽
早
い
初
経
年
齢
、
遅
い
閉
経
年
齢

▽
出
産
、
授
乳
経
験
が
な
い

【
リ
ス
ク
を
高
め
る
生
活
習
慣
】

▽
飲
酒

▽
喫
煙
（
受
動
喫
煙
も
含
む
）

▽
肥
満

【
月
に
１
度
は
確
認
し
ま
し
ょ
う
】

　

乳
が
ん
は
検
診
だ
け
で
は
な
く
、
自
分

で
行
う
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
（
触
診
）
で
見

つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
月
に
１
度
の

チ
ェ
ッ
ク
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
自
己
触
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

月
経
が
終
わ
り
１
週
間
く
ら
い
の
時
期
、

閉
経
後
は
毎
月
同
じ
日
に
ち
。　

▽
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

　

①
鏡
の
前
で
両
腕
を
上
下
に
動
か
し
、

　
　

正
面
、
側
面
、
斜
め
か
ら
見
る
。

　
　

乳
房
の
形
、
大
き
さ
、
皮
膚
の
ひ
き

　
　

つ
れ
、
発
疹
、
た
だ
れ
な
ど
が
な
い

　
　

か
確
認
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

②
乳
房
全
体
を
指
を
そ
ろ
え
て
指
の
腹

　
　

で
押
す
よ
う
に
丁
寧
に
ま
ん
べ
ん
な

　
　

く
触
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
硬
く
触
れ

　
　

る
と
こ
ろ
は
な
い
か
、
乳
頭
か
ら
血

　
　

液
の
よ
う
な
分
泌
物
は
な
い
か
確
認

　
　

す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

2020
代
に
急
増
し
て
い
ま
す

代
に
急
増
し
て
い
ま
す

子
宮
頸
が
ん
発
症
リ
ス
ク

子
宮
頸
が
ん
発
症
リ
ス
ク

　　

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口
付

近
に
で
き
る
が
ん
で
す
。

　

主
に
20
〜
40
代
の
女
性
の
発
症
が
多
く
、

近
年
20
代
の
若
い
女
性
に
急
増
し
て
い
ま

す
。

【
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
】

　　

発
症
に
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
が
関
係
し
て
い
ま

す
。
約
80
％
の
女
性
が
生
涯
の
う
ち
一
度

は
感
染
す
る
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス

で
、
感
染
後
の
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
も

婦
人
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ピンクリボンピンクリボン

乳がん啓発運動のシンボル

ティール＆ティール＆
ホワイトリボンホワイトリボン

子宮頸がん啓発
運動のシンボル


